
５－７ 【平行線と線分の比の利用】

）の線分を平行とするとき，  の値を求めなさい。x 次の各図において，矢印（ 
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（ＤＥ∥ＢＣ，ＤＦ∥ＢＥ）
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次の各図において，矢印（ ）の線分を平行とするとき，  の値を求めなさい。x２３６ →
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（ＤＥ∥ＢＣ，ＤＦ∥ＢＥ） （ＤＥ∥ＢＣ，ＤＦ∥ＢＥ）
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